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12 月 17 日に、区長から条例制定について「反対」の「意見」（同封資料）を添えて議会

に条例が提出されました。区民の２万を超える署名であり、厳粛に受け止め、我が会派も議

論を重ねて参りました。 

平成 25 年、国から新飛行ルート案が出され、区民の皆様から様々なご意見を頂き、我が

会派が中心となって区議会で、平成 31 年３月「品川上空を飛行する新飛行ルート計画に関

する決議」を、令和元年９月「品川上空を飛行する羽田新飛行ルート計画に関する決議」を

全会一致で可決し、国土交通省に提出しました。 

そして、令和２年２月から実機飛行、３月から本格運用が開始されました。我が会派は、

区民の不安払しょくに向け、騒音や落下物対策の更なる強化、ルートの再考および固定化回

避を行うため、令和２年３月、国土交通省航空局長へ直接、固定化回避の申し入れを行い、

５月には赤羽一嘉国土交通大臣あての羽田空港機能強化に関する要望を国土交通政務官に

直接提出しました。 

その結果、国土交通省は地域の皆様の要望を踏まえ、令和２年６月に「羽田新経路の固定

化回避に係る技術的方策検討会」が設置され、今年度中に、考えられる技術的選択肢のメリ

ット・デメリットが整理される予定です。（同封資料） 

今回の条例は、二者択一式であり、区民の意思を適切に反映する方法とは思われません。 

また、条例に賛成する議員から修正案が提出されました。原案に対する２万を超える、署

名活動において、請求人等が直接その場で条例を区民お一人お一人に示し、丁寧に説明が行

われ、内容についてご理解いただきながら署名されたものと理解しています。その案に修正

を加えることは、署名された方全員の意思を反映したものではないと考えます。 

他にも、まだまだ問題があることから、我が会派は本条例および修正案には反対いたしま

した。 

これからも、区民の不安を払しょくするため、国・都・区の各級議員が一丸となって国土

交通省に要望し、固定化回避が実現できるよう活動してまいります。 

ご指導、ご支援よろしくお願いいたします。 






